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港
区
議
会
と
し
て
ヘ

リ
基
地
撤
去
運
動
を
開

始
し
て
か
ら
、
今
年
は

五
〇
年
目
の
年
で
す
。

共
産
党
議
員
団
は
、
節

目
の
年
に
ふ
さ
わ
し
い

取
り
組
み
を
求
め
ま
し

た
。区

は
、
基
地
撤
去
の

要
請
を
区
議
会
と
区
民

の
皆
さ
ん
と
と
も
に
継

続
し
て
行
っ
て
き
た
。
現
在
、
こ
れ
ま
で
の

要
請
行
動
の
変
遷
や
、
基
地
の
沿
革
や
概
要
、

基
地
が
存
在
す
る
こ
と
に
よ
る
近
隣
住
民
の

声
な
ど
を
、
区
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
掲
載
す

る
こ
と
や
、
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
作
成
に
つ
い

て
準
備
を
進
め
て
い
る
。
基
地
の
実
態
を
広

く
周
知
し
、
多
く
の
区
民
に
返
還
の
取
組
に

ご
理
解
、
ご
協
力
い
た
だ
く
こ
と
を
大
き
な

力
と
し
、
引
き
続
き
、
基
地
の
早
期
撤
去
を

要
望
し
て
い
く
と
答
え
ま
し
た
。

党
区
議
団
は
、
議
会
に
も
五
〇
周
年
に
ふ

さ
わ
し
い
取
り
組
み
を
要
請
し
て
い
ま
す
。

核
兵
器
禁
止
条
約
交
渉
会
議
が
国
連
本
部
で

行
わ
れ
、
秋
の
国
連
総
会
に
報
告
さ
れ
ま
す
。

今
回
の
交
渉
会
議
で
核
兵
器
禁
止
条
約
締
結

へ
、
核
保
有
国
政
府
を
禁
止
条
約
に
巻
き
込
ん

で
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
唯
一
の
戦
争
被
爆

国
で
あ
る
日
本
で
、「
ヒ
バ
ク
シ
ャ
国
際
署
名
」
、

「
平
和
首
長
会
議
」
の
「
要
請
署
名
」
が
ど
れ
だ

け
集
ま
る
か
が
決
定
的
で
す
。

区
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
、
署
名
が
わ
か
り

や
す
く
ア
ク
セ
ス
で
き
、「
核
兵
器
廃
絶
に
関

す
る
署
名
」
に
多
く
の
区
民
が
署
名
し
や
す
く

す
る
工
夫
を
提
案
し
、
区
長
が
率
先
し
て
署
名

す
る
こ
と
を
求
め
ま
し
た
。

区
長
は
、「
同
趣
旨
の
署
名
を
し
た
の
で
署

名
は
し
な
い
」
、
区
民
に
は
「
平
和
首
長
会
議
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
利
用
し
て
署
名
で
き
る
こ
と

を
周
知
す
る
」
と
答
え
ま
し
た
。

３月１日に沖縄選出の参院議員イハ洋一氏を講師に学習会が開かれ、約百人

が参加しました。イハ氏は、沖縄での新基地押し付けに反対する県民と県外か

らの支援の輪の広がりや基地の危険性などについて講演しました。

安倍政権の暴走政治にストップをと、民進党から海江田万里前衆院議員、共

産党から冨田なおき一区予定候補、自由党からのざわ哲夫東京一区総支部長

共産党議員団は、①年金の支給方法の改善を求める意見書

（案）、②「森友学園」疑惑の真相究明を求める意見書（案）、③

豊洲市場への移転計画の中止も含めた抜本的見直しを求める意

見書（案）、精神障害者に対する公共交通機関の運賃割引の適

用を求める意見書（案）を提出しました。

どの意見書も多くの区民の同意が得られると確信していますが、

区議会の中では、自民党・公明党などが同意せず、まとまりませ

んでした。ぜひご意見をお寄せください。

中
学
校
で
学
校
プ
ー
ル
未
設
置
は
赤

坂
中
学
校
だ
け
で
、
建
て
替
え
計
画
で
設

置
さ
れ
ま
す
。
小
学
校
は
、
未
設
置
が
十

七
校
中
七
校
で
す
。
こ
の
七
校
は
、
一
応

改
修
計
画
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
二
〇
一

七
年
度
一
校
（
笄
）
、
一
八
年
度
三
校
（
白

金
・
青
山
・
青
南
）
に
設
置
す
る
計
画
で

す
。
二
一
年
度
に
設
置
予
定
の
三
校

修正案の主な内容
●すべての在宅介護サービス費を３％に引き下げる
●精神障害者（１・２級）も心身障害者福祉手当の対象に
●75歳以上の医療費無料　●18歳までの医療費無料
●小・中学生の入学支度金支給　●学校給食の無料化
●中学校の修学旅行費の助成
●国民健康保険料の均等割額を千円引き下げ
●介護保険料の基準額を千円引き下げ

以上の区民要望を実現するための財源確保として、①森

ビルや大手不動産への再開発補助金38億円を中止し、②

財政調整基金から41億6,300万円余を繰り入れます。議会

で決定すれば、上記の区民要望はすべて実現できるのです

が、この修正案を共産党以外の会派が反対し否決しました。

日本共産党が、区の予算に反対する理由
①区民の暮らしが深刻なのに、国保料を値上げ。介護保

険料は23区で一番高い。一方で、森ビルや大手不動産への

市街地再開発に、来年度38億円も補助金を出し、2015年か

ら2017年度の３年間で、98億円も拠出。

②203の区施設の運営・管理を民間へ丸投げ。区の施設

運営のノウハウがなくなっている。

③社会保障の大改悪を止めるよう国に意見を上げること、

給付型奨学金の対象が少ないので、国に対象拡大を求め

る質問をしても、国にはほとんど物が言えない区の姿勢。

（
芝
・
御
田
・
南
山
）
に
つ
い
て
、
改
修
工

事
や
空
調
工
事
を
前
倒
し
し
て
、
温
水

シ
ャ
ワ
ー
を
設
置
す
る
よ
う
質
問
し
ま
し

た
。担

当
課
長
は
、「
様
々
な
工
事
が
あ
る

中
、
授
業
へ
の
影
響
を
考
慮
し
、
学
校
と

協
議
の
上
、
可
能
な
と
こ
ろ
か
ら
順
次
改

修
し
て
い
く
」
と
答
え
ま
し
た
。

就
学
援
助
の
入
学
準
備
金
は
、
二
〇
一
七
年
度
か

ら
「
要
保
護
世
帯
」
に
対
す
る
国
の
補
助
単
価
が
約

二
倍
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

文
部
科
学
省
は
小
学
生
の
補
助
単
価
を
二
万
四
七

〇
円
か
ら
四
万
六
〇
〇
円
に
、
中
学
生
を
二
万
三
五

五
〇
円
か
ら
四
万
七
四
〇
〇
円
に
引
き
上
げ
ま
す
。

要
保
護
・
準
要
保
護
の
対
象
者
に
対
し
、
今
年
度
の

入
学
に
間
に
合
う
よ
う
準
備
し
、
正
式
に
決
ま
っ
た

ら
、
す
ぐ
支
給
で
き
る
よ
う
質
問
し
ま
し
た
。

区
は
都
の
基
準
額
や
他
区
の
状
況
を
見
て
調
査
す

る
と
冷
た
い
答
弁
。
予
算
委
員
会
の
総
括
質
問
で
、
就

学
援
助
の
趣
旨
を
生
か
し
、
支
給
額
を
引
き
上
げ
よ

と
、
再
度
質
問
し
ま
し
た
。
教
育
長
は
、
東
京
都
に
単

価
の
引
き
上
げ
を
強
く
要
望
す
る
と
答
弁
し
ま
し
た
。

中
学
生
へ
の
入
学
準
備
金
の
支
給
は
こ
れ
ま
で
再

三
質
問
し
て
き
た
結
果
、
今
年
度
か
ら
は
、
入
学
の
準

備
に
間
に
合
わ
せ
、
二
月
支
給
に
な
り
ま
し
た
。

現
在
、
小
学
校
入
学
時
に
保
護
者
に
渡
し
て
い
る
、

就
学
援
助
の
申
請
用
紙
を
前
年
の
秋
の
入
学
説
明
会

で
渡
す
な
ど
の
工
夫
を
し
て
、
入
学
前
に
支
給
で
き

る
よ
う
改
善
を
求
め
ま
し
た
。

港
区
主
催
の
初
め
て
の
競
技
か
る
た
が
、

二
月
二
五
日
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
お
こ

な
わ
れ
、
八
組
の
親
子
な
ど
が
参
加
し
ま

し
た
。
東
京
都
か
る
た
協
会
会
長
が
指
導

に
あ
た
り
ま
し
た
。

競
技
か
る
た
は
、
昨
年
共
産
党
議
員
団

に
、「
競
技
か

る
た
を
や
り

た
い
が
港
区

で
は
や
っ
て

い
な
い
。
区

に
も
お
願
い

し
ま
し
た
。

競
技
か
る
た

が
で
き
る
よ

競
技
か
る
た
８
組
が
参
加

う
に
お
願
い
し
ま
す
」
と
の
子
ど
も
か
ら

の
メ
ー
ル
が
届
き
、
昨
年
の
決
算
委
員
会

で
質
問
し
、
実
施
さ
れ
た
も
の
で
す
。

参
加
者
全
員
か
ら
「
と
て
も
良
か
っ

た
」
と
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
、「
高
校
生

の
模
範
競
技
か
る
た
を
間
近
で
見
る
こ
と

が
で
き
と
て
も
貴
重
な
体
験
が
で
き
た
」

「
も
っ
と
こ
の
よ
う
な
機
会
が
あ
る
と
う

れ
し
い
」
「
ク
ラ
ブ
を
つ
く
っ
て
み
た

い
」
と
の
感
想
や
要
望
も
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
。今

後
も
地
域
を
広
げ
て
、
講
座
の
実
施

を
質
問
し
ま
し
た
。
教
育
委
員
会
は
、
総

合
支
所
や
関
係
部
署
に
働
き
か
け
て
い
く

と
回
答
し
ま
し
た
。

中
学
校
で
は
、
武
道
の
授
業
で
柔
道
と

剣
道
が
選
択
で
き
ま
す
。
剣
道
の
防
具
等

は
学
校
で
用
意
し
て
い
ま
す
。
柔
道
着
は
、

三
校
で
は
学
校
が
用
意
し
、
四
校
が
個
人

購
入
で
す
。
保
護
者
間
に
不
公
平
が
生
じ

て
い
ま
す
。

柔
道
の
授
業
は
、
三
年
間
で
三
〇
時
間

足
ら
ず
で
す
か
ら
、
レ
ン
タ
ル
方
式
も
含

め
、
必
要
着
数
の
全

て
を
教
育
委
員
会
で

用
意
す
る
よ
う
質
問
し
ま
し
た
。

教
育
長
は
「
各
学
校
の
意
向
を
尊
重
す

る
こ
と
と
し
、
教
育
委
が
一
律
に
用
意
す

る
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
」
と
冷
た
い
答

弁
で
し
た
。

お
台
場
地
域
へ
移
動
す
る
ホ
ー
ム
へ
ル
ー
パ
ー
は
、

自
転
車
で
移
動
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
交
通
費

が
往
復
で
四
〇
〇
円
か
ら
六
四
〇
円
か
か
り
ま
す
。

事
業
者
に
よ
っ
て
は
、
半
額
の
交
通
費
を
支
給
す

る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
で
も
負
担
が
で
ま

す
。
お
台
場
の
特
殊
な
事
情
を
考
慮
し
て
、
区
が
交

通
費
の
補
助
を
す
る
べ
き
だ
と
質
問
し
ま
し
た
。

区
は
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
実
施
地
域
内
で
、

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
が
移
動
に
要
す
る
交
通
費
に
つ
い

て
は
、
介
護
報
酬
の
中
に
含
ま
れ
て
い
る
が
、
台
場
地

域
に
移
動
す
る
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
の
実
態
に
つ
い
て
は
、

港
区
介
護
事
業
者
連
絡
協
議
会
を
通
じ
て
、
把
握
に

努
め
て
い
く
と
答
え
て
い
ま
す
。

就
学
援
助
の
入
学
準
備
金
の
引
き
上
げ
を

中
学
生
は
2
月
支
給
に
改
善

お
台
場
地
域
に
移
動
す
る
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
へ

交
通
費
の
補
助
を
す
べ
き

介
護
職
員
の
賃
金
は
全
産
業
の
平
均
年
収
に
比
較

し
て
、
約
一
四
五
万
円
も
低
い
た
め
処
遇
改
善
加
算
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
確
実
に
実
施
さ
れ
て
い
る
か
調
査
・

検
証
を
す
べ
き
と
質
問
し
ま
し
た
。

区
は
、
介
護
職
員
一
人
当
た
り
の
賃
金
改
善
月
額

や
、
加
算
に
よ
り
定
着
率
に
影
響
が
あ
っ
た
か
な
ど

調
査
し
、
現
在
集
約
・
分
析
を
し
て
い
る
。
実
態
を
も

と
に
多
く
の
介
護
事
業
者
が
、
介
護
職
員
処
遇
改
善

加
算
を
利
用
で
き
る
よ
う
支
援
し
て
い
く
と
答
え
ま

し
た
。

介
護
職
員
の
処
遇
改
善
実
施
を

区長提出の予算に対して
「予算修正案」を提出 麻布ヘリ基地撤去運動

50年の節目　
ふさわしい取り組みを

ヒ
バ
ク
シ
ャ
国
際
署
名
・

平
和
首
長
会
議
の
署
名
を

区
民
に

柔
道
着
は
教
育
委
が
準
備
を

学
校
プ
ー
ル
に
温
水
シ
ャ
ワ
ー
を

「
港
区
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
」
「
芝
公
園
（
プ
ー

ル
）
」「
い
き
い
き
プ
ラ
ザ
」
な
ど
の
高
校
生
個
人
利

用
料
金
が
、
小
・
中
学
生
と
同
じ
料
金
に
な
り
引
き

下
が
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
が
一

〇
〇
円
な
の
に
、
芝
プ
ー
ル
は
二
四
〇
円
、
港
南
い
き

い
き
プ
ラ
ザ
は
二
九
〇
円
と
大
き
な
差
が
あ
り
ま
す
。

党
区
議
団
は
、
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
の
使
用
料
に
合

わ
せ
た
料
金
と
す
る
よ
う
求
め
て
い
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
な
ど
高
校
生
使
用
料
が
小
・
中
学
生
料
金
に

羽
田
の
新
飛
行
経
路
案
は
あ
ま
り
に
危
険

が駆けつけ、連帯挨拶しました。社民党の東京都連副代表の阿部浩子区議から

メッセージが寄せられました。いのくま正一・大滝実区議も参加し紹介されま

した。

参加者は、野党と市民の共同をもっと強め、暴走政治にストップをかける決

意を固めあいました。

羽
田
空
港

へ
の
新
飛
行

経
路
案
は
、

住
民
や
働
く

方
が
何
百
万

人
も
い
る
都

心
上
空
を
低

空
で
飛
行
す

る
た
め
騒

音
・
振
動
や
落
下
物
、
墜
落
な
ど
の
危
険

が
あ
り
、
区
民
か
ら
不
安
の
声
が
高
ま
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
計
画
を
知
ら
な
い
区
民

が
沢
山
い
ま
す
。

党
区
議
団
は
区
長
に
対
し
、
①
国
交

省
に
、
教
室
型
の
説
明
会
を
港
南
、
麻
布
、

芝
地
域
で
行
う
こ
と
。
高
輪
、
青
山
・
赤

坂
地
域
で
教
室
型
の
説
明
会
を
再
度
行

う
こ
と
。
説
明
会
は
、
区
民
等
を
参
加
対

象
と
す
る
こ
と
。
質
問
に
は
、
具
体
的
に

答
え
る
こ
と
。
国
交
省
の
説
明
と
答
え
な

ど
の
録
音
・
録
画
を
認
め
る
こ
と
。
マ
ス

コ
ミ
へ
の
説
明
会
開
催
の
周
知
を
事
前
に

行
い
、
取
材
に
協
力
す
る
こ
と
、
②
区
民

等
の
納
得
と
合
意
が
な
い
ま
ま
、
国
交
省

が
新
飛
行
経
路
案
を
押
し
通
す
こ
と
が

な
い
よ
う
強
く
要
請
せ
よ
と
質
問
し
ま

し
た
。

区
長
は
①
国
交
省
に
対
し
て
要
請
し
、

申
し
入
れ
、
伝
え
る
。
②
今
後
も
、
区
民

等
の
ご
意
見
を
踏
ま
え
な
が
ら
申
し
入

れ
て
い
く
と
答
弁
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
予
算
委
員
会
で
共
産
党
委

員
は
、「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
・
お
は
よ
う
日
本
」
で
、

成
田
空
港
会
社
の
航
空
機
の
落
下
物
被

害
を
減
ら
す
た
め
、
海
上
で
脚
下
げ
し
て

い
る
か
調
査
し
て
い
る
特
集
番
組
の
感
想

を
聞
き
ま
し
た
。
環
境
課
長
は
、「
落
下

物
の
実
態
を
知
り
、
落
下
物
に
よ
る
被
害

等
は
起
き
て
は
な
ら
な
い
と
痛
感
し
、
改

め
て
安
全
・
安
心
を
最
重
点
に
、
検
討
を

進
め
る
よ
う
国
交
省
に
要
請
し
な
け
れ

ば
と
思
っ
た
」
と
答
え
ま
し
た
。

森友学園疑惑の真相究明求める意見書を提案

自民・公明など同意せず
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南
青
山
五
丁
目
の
農
林
省
共
済
会
館
跡
地
は
、

取
得
の
見
込
み
が
つ
き
、
（
仮
称
）
港
区
子
ど

も
家
庭
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
が
建
設
さ
れ
る
予

定
で
す
。

ホ
テ
ル
フ
ロ
ラ
シ
オ
ン
跡
地
の
取
得
は
、
閑

静
な
住
宅
地
に
あ
り
、
大
手
不
動
産
会
社
が
虎

視
眈
々
と
狙
っ
て
も
不
思
議
で
な
い
土
地
で
す
。

今
ま
で
も
再
三
指
摘
し
て
き
た
よ
う
に
、
青

山
、
西
麻
布
地
域
だ
け
で
も
多
く
の
国
有
地
、

都
有
地
が
大
企
業
に
提
供
さ
れ
続
け
て
き
ま
し

　

東
京
都
心
身
障
害
者
医
療
費
助
成
制
度
は
、
精
神
障
害
者

は
対
象
外
で
す
。
精
神
障
害
者
も
対
象
に
す
る
よ
う
東
京
都

に
要
請
す
る
よ
う
質
問
し
ま
し
た
が
、「
申
し
入
れ
な
い
」
と

の
態
度
で
す
。

　

都
議
会
で
は
、「
東
京
都
精
神
保
健
福
祉
家
族
会
連
合
会
」

が
提
出
し
た
「
精
神
障
が
い
者
も
東
京
都
心
身
障
害
者
医
療

費
助
成
制
度
（
マ
ル
障
）
の
対
象
に
す
る
こ
と
を
求
め
る
請
願
」

が
、
全
会
一
致
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

　

愛
の
手
帳
３
級
の
方
に
も
、（
マ
ル
障
）
を
適
用
す
る
よ
う

東
京
都
に
要
請
す
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。
区
長
は
、
障
害
者

と
区
長
の
懇
談
会
で
の
ご
意
見
は
東
京
都
に
伝
え
る
、
と
消
極

的
な
も
の
で
し
た
。

障害者施策の充実を提案
精
神
障
害
者
に
も(

マ
ル
障)

適
用
を
都
に
要
請
を

テ
レ
ビ
の
特
集
番
組
で
、
障
害
者
と
介
助
の
方
が
実
際
利
用

し
て
、
現
在
の
「
障
害
者
用
ト
イ
レ
」
の
深
刻
な
実
態
を
明
ら

か
に
し
ま
し
た
。

①
ウ
ォ
シ
ュ
レ
ッ
ト
な
ど
の
ボ
タ
ン
に
点
字
案
内
が
な
い
。
②

介
護
者
が
手
助
け
す
る
た
め
の
ス
ペ
ー
ス
が
な
い
。
手
洗
い
の

洗
面
台
が
邪
魔
に
な
る
。③
電
動
車
い
す
で
は
扉
が
閉
ま
ら
な

い
な
ど
、
様
々
な
問
題
が
あ
り
ま
す
。

区
内
の
す
べ
て
の
障
害
者
用
ト
イ
レ
の
総
点
検
と
、
利
用
者

の
意
見
を
聞
き
、
早
急
に
改
善
計
画
を
立
て
る
よ
う
質
問
し
ま

し
た
。

区
は
、
障
害
者
団
体
等
か
ら
利
用
実
態
な
ど
を
聞
き
、
改

善
に
つ
い
て
検
討
す
る
、
と
答
え
ま
し
た
。

障
害
者
用
ト
イ
レ
の
総
点
検

と
全
面
改
修
を

病
院
の
予
約
が
取
れ
た
の
で
福
祉
キ
ャ
ブ
に
電
話
し
た
ら

「
予
約
で
い
っ
ぱ
い
」
と
断
ら
れ
た
の
で
、
病
院
の
予
約
を
変

更
し
た
な
ど
の
苦
情
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

利
用
者
の
た
め
に
台
数
を
増
や
す
よ
う
質
問
し
ま
し
た
。

課
長
は
「
台
数
を
増
や
す
考
え
は
な
い
」
と
の
冷
た
い
答
弁
で

し
た
。

福
祉
キ
ャ
ブ
の
増
車
を

港
区
心
身
障
害
者
福
祉
手
当
は
、
身
体
・
知
的
・
難
病
な

ど
ほ
と
ん
ど
の
障
害
者
に
手
当
が
支
給
さ
れ
て
い
ま
が
、
精
神

障
害
者
だ
け
が
除
か
れ
て
い
ま
す
。
二
三
区
で
す
で
に
七
区
が

支
給
し
て
い
ま
す
。

区
の
調
査
で
も
、
精
神
障
害
者
は
働
き
た
く
て
も
働
け
な

い
方
が
八
割
近
く
お
り
、
収
入
が
少
な
く
、
生
活
が
大
変
な

方
が
多
い
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

し
か
し
区
は
、
様
々
な
施
策
を
や
っ
て
い
る
の
で
、「
手
当

は
支
給
し
な
い
」
と
の
態
度
で
す
。

精
神
障
害
者
も
心
身
障
害
者
福
祉

手
当
を　

す
で
に
7
区
が
支
給

重
症
心
身
障
害
者
通
所
事
業

＝「
あ
お
ぞ
ら
」
は
、
港
区
が
は

つ
ら
つ
太
陽
に
委
託
し
運
営
し
て

い
ま
す
。

利
用
者
か
ら
、「
施
設
か
ら
突

然
、
来
月
か
ら
『
週
一
回
』
に
利
用
制
限
す
る
、
と
の
通
知
が

き
て
ビ
ッ
ク
リ
。
週
三
回
通
っ
て
い
る
こ
と
で
娘
さ
ん
と
介
護

し
て
い
る
お
母
さ
ん
が
何
と
か
生
活
で
き
て
い
る
が
、
週
一
日

に
な
っ
た
ら
倒
れ
て
し
ま
う
」
と
訴
え
が
あ
り
ま
し
た
。
理
学

療
法
士
と
支
援
員
が
退
職
す
る
こ
と
が
理
由
の
よ
う
で
す
。

従
来
通
り
通
所
で
き
る
よ
う
、
一
日
も
早
く
人
材
を
確
保
す

る
た
め
に
、
区
も
協
力
す
る
よ
う
質
問
し
ま
し
た
。

区
長
は
、
は
つ
ら
つ
太
陽
で
は
、
早
急
に
人
材
を
確
保
で
き

る
よ
う
努
め
て
い
る
。
区
は
、
通
所
し
て
い
る
方
に
対
し
、
在

宅
サ
ー
ビ
ス
な
ど
、
出
来
る
限
り
家
族
介
護
の
負
担
が
軽
減
で

き
る
よ
う
努
め
る
と
答
え
ま
し
た
。

「
あ
お
ぞ
ら
」で
の
通
所

体
制
確
保
を

た
。
国
有
地
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
準
公
有
地

と
も
い
え
る
ホ
テ
ル
フ
ロ
ラ
シ
オ
ン
青
山
跡
地

に
つ
い
て
、
区
民
要
望
に
基
づ
く
施
設
建
設
用

地
と
し
て
、
取
得
に
動
き
出
す
べ
と
質
問
し
ま

し
た
。

担
当
課
長
は
、
「
港
区
を
優
先
的
な
売
却
交

渉
相
手
と
す
る
よ
う
働
き
か
け
て
お
り
、
公
立

学
校
共
済
組
合
は
、
現
在
、
区
へ
の
照
会
を
含

め
、
検
討
中
と
聞
い
て
い
る
」
と
答
え
ま
し
た
。

観
光
協
会
会
長
が
、
二
年
連
続
で
新
年
会
の

あ
い
さ
つ
で
、
「
区
内
の
文
化
財
や
観
光
名
所

を
巡
る
ち
ぃ
ば
す
を
運
行
し
て
も
ら
い
た
い
」

と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

港
区
に
は
、
名
所
旧
跡
な
ど
が
た
く
さ
ん
あ

り
ま
す
。
「
区
内
観
光
名
所
循
環
ル
ー
ト
」
運

行
に
向
け
、
港
区
観
光
協
会
や
港
区
商
店
街
連

合
会
等
の
意
見
を
よ
く
聞
き
、
す
み
や
か
に
具

体
化
す
べ
き
と
質
問
し
ま
し
た
。

区
長
は
、
短
期
的
課
題
と
認
識
し
て
い
る
、

四
月
に
、
地
域
交
通
に
関
す
る
課
題
に
対
す
る

施
策
を
総
合
交
通
戦
略
の
素
案
と
し
て
取
り
ま

と
め
、
区
民
意
見
の
募
集
や
住
民
説
明
会
な
ど

を
通
し
て
地
域
の
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
伺
い
、

課
題
解
決
を
図
っ
て
い
く
と
答
え
ま
し
た
。

民
間
保
育
園
で
働
く
保
育
士
の
病
気
や
産
休
な
ど
の
代
替

え
職
員
へ
の
補
助
単
価
を
引
き
上
げ
て
と
の
声
を
受
け
改
善

を
求
め
ま
し
た
。

　

港
区
は
都
基
準
の
七
、
八
四
〇
円
の
ま
ま
で
す
が
、
都
基

準
よ
り
上
乗
せ
し
て
い
る
区
が
八
区
有
り
、
人
材
確
保
が
し

や
す
い
よ
う
、
ま
た
保
育
職
員
の
処
遇
改
善
の
た
め
に
も
補

助
金
を
引
き
上
げ
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。
四
月
以
降
、
単
価

を
引
き
上
げ
る
と
回
答
し
ま
し
た
。

民
間
保
育
園
の
代
替
え
職
員
へ

補
助
金
引
き
上
が
る

二
〇
一
七
年
度
の
国
民
健
康
保
険
料
の
値
上

げ
が
、
賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
一
人

あ
た
り
の
平
均
保
険
料
は
十
一
万
八
、
四
四
一

円
に
な
り
、昨
年
と
比
べ
七
、二
五
二
円
、
率
で

六
・
五
二
％
の
値
上
げ
に
な
り
ま
す
。
均
等
割

が
引
き
上
が
っ
た
た
め
に
所
得
の
低
い
世
帯
ほ

ど
値
上
げ
幅
が
多
く
な
り
、
平
均
よ
り
引
き
上

げ
率
が
高
く
な
る
世
帯
は
、
全
体
の
七
四
％
に

な
る
こ
と
も
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

五
割
軽
減
世
帯
と
二
割
軽
減
世
帯
の
基
準
が

拡
大
さ
れ
ま
す
が
、
合
わ
せ
て
一
〇
〇
世
帯
し

か
対
象
は
広
が
り
ま
せ
ん
。

住
宅
地
へ
の
飲
食
店
の
進
出
が
区
内
の
あ
ち

こ
ち
で
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。
営
業
許
可
は

保
健
所
、
騒
音
な
ど
は
環
境
課
、
建
築
問
題
は

建
築
課
で
は
、
区
民
の
安
全
安
心
は
守
れ
ま
せ

ん
。
環
境
の
悪
化
で
住
み
慣
れ
た
地
か
ら
転
居

と
い
う
事
態
も
起
き
か
ね
ま
せ
ん
。
庁
内
で
の

連
携
を
強
め
、
住
宅
地
で
の
飲
食
店
の
深
夜
営

業
を
規
制
す
る
対
策
を
検
討
す
べ
き
で
す
。

当
面
の
対
策
と
し
て
、
営
業
許
可
の
際
、
環

深
夜
営
業
の
飲
食
店
に

　
　

制
限
が
わ
か
る
パ
ン
フ
配
布
を

境
確
保
条
例
で
定
め
て
い
る
、
「
深
夜
の
営
業

等
の
制
限
」
、
「
夜
間
の
静
穏
保
持
」
の
内
容

が
よ
く
わ
か
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
配
る

よ
う
提
案
し
ま
し
た
。

区
長
は
、
条
例
に
規
定
さ
れ
て
い
る
「
深
夜

の
営
業
等
の
制
限
」
や
「
夜
間
の
静
穏
保
持
」

に
つ
い
て
理
解
で
き
る
よ
う
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

を
作
成
し
、
営
業
許
可
手
続
き
時
に
配
布
す

る
、
と
答
え
ま
し
た
。

四
月
入
園
予
定
の
申
請
者
は
、
一
次
で
は
二

二
一
七
人
の
申
請
に
対
し
、
内
定
が
出
た
方
が

一
三
一
三
人
で
し
た
。
三
月
一
三
日
発
表
の
二

次
で
は
申
請
者
八
七
七
人
に
対
し
内
定
者
は
二

二
〇
人
で
、
今
年
も
認
可
保
育
園
に
入
園
で
き

な
い
待
機
児
が
た
く
さ
ん
で
ま
す
。

東
京
都
が
未
活
用
の
都
有
地
を
各
自
治
体
に

保
育
園
用
地
と
し
て
提
供
し
、
港
区
に
は
三
カ

所
が
提
示
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
う
ち
の
二
カ
所

を
保
育
園
と
し
て
活
用
す
る
意
向
で
あ
る
こ
と

が
、
予
算
委
員
会
の
共
産
党
委
員
の
質
問
で
明

ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

  
保
育
園
落
ち 

一
次
発
表
で
９
０
４
人

都
有
地
活
用
で
保
育
園
の
建
設
を
表
明

党
区
議
団
は
、
民
間
保
育
園
が
増
加
す
る
中

で
、
園
庭
の
な
い

保
育
園
、
プ
ー
ル

遊
び
が
で
き
な
い

保
育
園
が
多
く
な

り
、区
直
営
の
認
可

保
育
園
の
整
備
を

一
貫
し
て
求
め
て

き
ま
し
た
。
引
き

続
き
実
現
に
取
り

組
ん
で
参
り
ま
す
。

2018年度から都道府県が国保財政の

運営を担うことになります。大きな制度

改正になるのに、区議会や区民には一切

説明がありません。

これまで23区は保険料の急激な上昇

を押さえるために高額療養費は一般財源

を投入し、保険料の算定には加えません

2018年度から国保制度が東京都に広域化

区議会や区民には説明なし
榎
本
茂
議
員
は
、
予
算
委
員
会
の

教
育
費
の
質
疑
の
中
で
、
日
本
が
過
去

に
行
っ
た
戦
争
に
つ
い
て
、
以
下
の
よ

う
に
教
育
委
員
会
に
要
望
を
し
ま
し
た
。

「
以
前
、
小
学
校
の
歴
史
教
育
で
終

戦
の
詔
勅
を
プ
リ
ン
ト
で
配
っ
て
く
だ

さ
い
と
い
う
話
を
し
ま
し
た
。（
中
略
）

正
し
い
歴
史
を
教
え
る
べ
き
だ
と

思
う
の
で
す
。
例
え
ば
開
戦
の
詔
勅
。

な
ぜ
戦
争
に
至
っ
た
の
か
、
な
ぜ
戦
争
を
す
る
こ

と
に
し
た
の
か
と
い
う
説
明
を
天
皇
陛
下
が
国
民

に
説
明
を
さ
れ
た
。
そ
の
中
に
は
、
ほ
ん
と
う
に

や
む
を
得
な
い
の
だ
、
も
と
よ
り
本
心
で
は
な
い

の
だ
と
い
う
こ
と
ま
で
書
か
れ
て
あ
る
。
こ
の
開

戦
の
詔
勅
を
ぜ
ひ
、
プ
リ
ン
ト
一
枚
で
い
い
か
ら

渡
し
て
あ
げ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
」

開
戦
の
詔
勅
を
学
校
で
配
布
を　

　

榎
本
茂
議
員

震
災
復
興
基
金
条
例
が
可
決
し
ま
し
た
。
四

月
か
ら
五
〇
〇
億
円
積
み
立
て
、
今
後
五
年
間

で
一
千
億
円
を
積
み
立
て
ま
す
。
直
下
地
震
な

ど
の
被
害
か
ら
、
復
旧
・
復
興
ま
で
を
国
や
東

京
都
の
支
援
が
く
る
以
前
に
区
と
し
て
行
う
目

的
で
す
。

党
区
議
団
は
、
区
民
生
活
の
再
建
と
営
業
の

再
建
が
目
的
な
の
だ
か
ら
、
国
基
準
に
上
乗
せ

す
る
べ
き
だ
と
質
問
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
対
し
て
区
は
、
基
金
は
、
区
民
生
活

の
再
建
、
中
小
企
業
の
事
業
の
再
開
や
継
続
、

小
中
学
校
や
公
共
施
設
な
ど
イ
ン
フ
ラ
等
の
復

旧
・
復
興
を
、
区
が
速
や
か
に
実
施
す
る
た
め

に
活
用
す
る
。
復
旧
・
復
興
状
況
に
応
じ
て
、

国
の
制
度
へ
の
上
乗
せ
な
ど
も
含
め
、
必
要
な

支
援
が
可
能
と
な
る
よ
う
柔
軟
に
対
応
し
て
い

く
と
答
え
ま
し
た
。

レ
イ
ン
ボ
ー
バ
ス
を
運
営
す
る
事
業
者
が
運

行
し
て
い
る
、
台
場
地
域
と
浜
松
町
駅
を
つ
な

ぐ
「
ｋ
ｍ
フ
ラ
ワ
ー
バ
ス
」
が
、
今
年
五
月
末

で
運
行
中
止
に
す
る
と
言
う
の
で
す
。

運
行
中
止
の
話
が
事
業
者
か
ら
港
区
に
も
ち

こ
ま
れ
た
の
は
、
昨
年
十
一
月
末
で
す
。

区
は
、
運
行
事
業
者
か
ら
運
行
中
止
の
話
し

が
あ
っ
た
以
降
、
区
議
会
と
台
場
住
民
に
は
、

す
ぐ
に
相
談
せ
ず
、
中
止
が
決
ま
っ
て
か
ら
、

台
場
住
民
と
議
会
に
結
果
報
告
を
し
た
だ
け
で

す
。
こ
ん
な
や
り
方
が
許
さ
れ
る
で
し
ょ
う
か
。

運
行
事
業
者
は
、
レ
イ
ン
ボ
ー
バ
ス
も
運
行

し
て
い
ま
す
。
四
月
か
ら
区
が
新
た
に
補
助
金

も
出
し
て
レ
イ
ン
ボ
ー
バ
ス
の
運
行
を
継
続
し

ま
す
。
だ
か
ら
、
フ
ラ
ワ
ー
バ
ス
の
運
行
中
止
の

申
し
出
に
対
し
て
、
港
区
が
意
見
を
言
う
こ
と

は
十
分
に
可
能
で
す
。

運
行
中
止
以
外
の
方
策
が
と
れ
な
い
か
、
真

剣
に
検
討
し
て
も
ら
い
た
い
、
と
質
問
。

区
は
、
民
間
事
業
者
に
対
し
て
意
見
を
言
う

立
場
に
は
無
い
と
い
う
態
度
に
終
始
し
て
い
ま

す
。

でした。しかし広域化に向け2014年度か

ら段階的に減らしてきました。その結果、

保険料が引き上がっています。広域化に

よる保険料への影響について、区は、医

療費の給付が多い都市部は算定のための

要素がより充実するため、保険料も高く

なると想定していると説明しました。

　

お
台
場
フ
ラ
ワ
ー
バ
ス
五
月
末
で
廃
止

議
会
・
住
民
に
相
談
無
し
、
決
ま
っ
て
か
ら
報
告

国
保
料
ま
た
ま
た
値
上
げ　

10
年
連
続

共
産
党
は
反
対
、
他
の
全
会
派
が
賛
成
し
決
ま
る

質
問
震
災
復
興
基
金
の
活
用
は
国
基
準
に
上
乗
せ
支
援
を

答
弁
上
乗
せ
も
含
め
、
柔
軟
に
対
応

名
所
や
商
店
街
を
め
ぐ
る

　
　
「
ち
ぃ
ば
す
」
の
運
行
を

二
〇
一
五
年
第
四
回
定
例
区
議
会
に
「
白
金

地
域
に
『
港
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
』
の
運
行

を
求
め
る
請
願
」
が
提
出
さ
れ
、
全
会
一
致
で

採
択
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
地
域
は
道
路
が
狭
い
た
め
、
小
型
の

「
ち
ぃ
ば
す
」
で
も
運
行
に
は
課
題
が
あ
り
ま

す
。
柏
市
で
実
施
し
て
い
る
ジ
ャ
ン
ボ
タ
ク

白
金
・
白
金
台
に
乗
合
ジ
ャ
ン
ボ
タ
ク
シ
ー
運
行
を

シ
ー
の
導
入
に
向
け
て
、
請
願
者
や
近
隣
町
会

の
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
聞
く
場
を
早
急
に
設
定

す
る
よ
う
質
問
し
ま
し
た
。

区
長
は
、
「
ジ
ャ
ン
ボ
乗
合
タ
ク
シ
ー
と
い

う
選
択
肢
も
含
め
、
新
た
な
地
域
交
通
の
導
入

を
短
期
的
な
課
題
と
認
識
し
て
い
る
」
と
答
え

ま
し
た
。

レ
イ
ン
ボ
ー
バ
ス
は
継
続
運
行
さ
れ
ま
す

田
町
・
品
川
ル
ー
ト
が
統
合
さ
れ
ま
す

詳
し
く
は
区
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

広
報
み
な
と
を
ご
覧
く
だ
さ
い

速
報
値

驚くべき発言驚くべき発言

ホ
テ
ル
フ
ロ
ラ
シ
オ
ン
青
山
跡
地
の
取
得
を

「
保
育
園
に
予
定
さ
れ
る
用
地（
東
新
橋
）」

困ったときは
すぐ相談を
区議会議員が
ご相談に応じます


